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見
え
た
。
慣
れ
た
道
だ
か
ら
安
全
と
思
い
込
み
、

左
右
確
認
を
せ
ず
に
交
差
点
を
通
行
す
る
と
、

同
じ
よ
う
に
安
全
確
認
が
不
十
分
な
ク
ル
マ
や

自
転
車
、
歩
行
者
と
接
触
し
て
し
ま
う
。
自
転

車
で
走
行
す
る
際
は
、
交
差
点
手
前
で
の
一
時

停
止
や
徐
行
、
左
右
の
安
全
確
認
が
必
要
だ
。

ま
た
、
今
回
の
観
察
で
は
、
道
路
を
遊
び
場

と
す
る
子
ど
も
た
ち
も
見
ら
れ
た
。
交
通
ル
ー

ル
を
知
ら
な
い
子
ど
も
の
自
転
車
が
飛
び
出
し

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
交
差
点
を
通
行
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
停
止
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
し
、
十
分
に

左
右
の
安
全
を
確

認
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
停
止
線
が

あ
る
場
合
は
、
必

ず
停
止
線
の
手
前

で
一
時
停
止
を
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。

合
、
お
よ
び
交
差
点
を
通
行
す
る
時
は
、「
交

差
道
路
を
通
行
す
る
車
両
等
」「
反
対
方
向
か

ら
く
る
右
折
車
両
等
」「
横
断
歩
行
者
」
に
特

に
注
意
し
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
安
全
な
速
度

と
方
法
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

安
全
進
行
義
務
が
道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。

本
紙
で
は
先
月
号
で
、
信
号
機
の
あ
る
交
差

点
を
横
断
す
る
自
転
車
利
用
者
の
左
右
確
認
状

況
を
観
察
し
た
（
左
右
確
認
し
た
の
は
２
２
０

す
る
と
い
う
人
も
い
た
。
自
転
車
利
用
者
の
多

く
は
、
徐
行
や
減
速
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
、
道
幅
の
狭
い
通
り
を
通
行
し
た
ほ
と
ん
ど

の
自
転
車
が
停
止
線
手
前
で
の
一
時
停
止
を
し

て
い
な
か
っ
た
。
高
齢
者
の
乗
っ
た
自
転
車
で

は
、
目
線
が
下
に
向
い
て
い
て
直
前
し
か
見
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
自
転
車
も
観
察
さ
れ
た
。

観
察
中
、
小
学
生
と
中
学
生
と
見
ら
れ
る
子

ど
も
の
自
転
車
同
士
が
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
高
齢
の
女
性
が
乗

る
自
転
車
が
交
差
点
を
通
行
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
交
差
す
る
道
路
か
ら
右
折
す
る
ク
ル
マ

が
見
え
た
の
で
、
あ
わ
て
て
交
差
点
の
直
前
で

自
転
車
か
ら
降
り
る
姿
も
観
察
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
成
人
女

性
、
ア
イ
ス
片
手
の
小
学
生
、
木
材
を
自
転
車

で
運
ぶ
男
性
な
ど
、
片
手
運
転
も
目
立
っ
た
。

ま
た
、
二
人
乗
り
や
並
進
す
る
自
転
車
も
見
ら

れ
た
。
中
に
は
、
周
辺
を
遊
び
場
に
し
て
い
る

の
か
、
同
じ
と
こ
ろ
を
周
回
す
る
小
学
校
低
学

年
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
も
見
か
け
た
。

観
察
し
た
交
差
点
で
は
、
自
転
車
利
用
者
や

歩
行
者
が
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
交
差
点
を
通

行
す
る
様
子
も
見
ら
れ
、
家
の
近
く
の
通
り
慣

れ
た
生
活
道
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
よ
う
に

人
中
39
人
）。
今
回
は
、
信
号
機
の
な
い
交
差

点
を
通
行
す
る
自
転
車
利
用
者
の
左
右
確
認
状

況
を
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
東
京
都
足
立
区
の
Ｊ
Ｒ
「
北

千
住
」
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
る
信
号

機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
小
さ
な
交
差
点
。
道

幅
の
広
い
通
り
が
優
先
道
路
で
、
狭
い
通
り
は

両
方
向
に
一
時
停
止
線
が
あ
っ
た
。
交
差
点

は
、
建
物
の
か
げ
と
な
っ
て
死
角
に
な
る
部
分

が
あ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
３
カ
所
設
置
さ
れ

て
い
た
。
ク
ル
マ
の
交
通
量
自
体
は
多
く
な
い

が
、
ト
ラ
ッ
ク
や
商
用
車
な
ど
も
通
行
し
て
い

た
。観

察
地
点
の
周
辺
で
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
多
く
の
人
が
自
転
車
を
利
用
し
、
自
転
車

利
用
者
や
歩
行
者
同
士
で
挨
拶
し
た
り
、
声
を

掛
け
合
っ
た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

１
時
間
の
観
察
で
、
こ
の
小
さ
な
交
差
点
を

通
行
し
た
自
転
車
利
用
者
は
計
２
１
０
人
。
そ

の
内
、
し
っ
か
り
と
左
右
の
安
全
確
認
を
行
っ

た
の
は
39
人
（
18
・
６
％
）。
約
８
割
は
左
右

の
安
全
確
認
が
不
十
分
な
状
態
で
交
差
点
を
通

行
し
て
い
た
。

交
差
点
を
通
行
す
る
自
転
車
利
用
者
の
中
に

は
、
交
差
点
内
に
進
入
し
て
か
ら
左
右
を
確
認
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警
察
庁
発
表
の
「
平
成
18
年
中
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況
」
に
よ
る
と
、
自
転
車
乗
車
中

の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
17
万
４
２
６
２
件
。

事
故
類
型
別
に
見
る
と
、
出
会
い
頭
衝
突
が
半

数
以
上
（
52
・
８
％
）
を
占
め
、
次
い
で
右
折

時
衝
突
（
11
・
４
％
）、
左
折
時
衝
突
（
10
・

３
％
）
の
順
に
多
い
。

自
転
車
は
、
交
差
点
に
入
ろ
う
と
す
る
場

●
信
号
機
の
な
い
交
差
点
を
通
行
す
る
自
転
車
利
用
者
の
左
右
確
認
状
況
を
観
察
す
る

１
時
間
に
交
差
点
を
通
行
し
た
自
転
車
利
用
者
２
１
０
人
中

左
右
の
安
全
確
認
を
行
っ
た
の
は
３９
人
（
１８
・
６
％
）

自
転
車
利
用
者
は

信
号
機
の
な
い
交
差
点
で

左
右
確
認
を
し
て
い
る
か
？
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●観察日／4月12日（木曜日）
●天候／晴れ
●観察時間／16:25 ～17:25
●観察者／４名
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道
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道
路
を
遊
び
場
と
す
る

小
学
生
の
自
転
車
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左右確認をせずに交差点を通行する家族連れ

●信号機のない交差点を通行する自転車利用者の左右確認状況

駐車車両の横から安全確認をせずに飛び出す
子ども

話をしながら並進する自転車利用者

本冊子は古紙100％の再生紙に植物インキで印刷しています。

（２１０人中）

※小学生以下（12歳以下）、中学生・高校生（13～18歳）、成人（19～64歳）、
高齢者（65歳以上）の判断は観察者の見解による。

木材を抱えて片手運転の自転車

止
ま
れ 

止
ま
れ 
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通
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口
）
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中学生・高校生

成　人　

高齢者

28
（82.4％）

97
（84.3％）

39
（75.0％）

18
（15.7％）

7（77.8％）

13（25.0％）

6（17.6％）

2（22.2％）

左右確認した

左右確認しない

左右確認した

39人
（18.6％）

左右確認しない

171人
（81.4％）


